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ふらっとニュース       
No,52 2025 年 5 月号  

 

 新年度から早くも 1か月が過ぎ、子どもたちは新しい環境にも随分と慣れてきたよう

に感じられます。過ごしやすい季節になり元気いっぱいの子どもたちですが、最近は咳

が続く風邪が流行しているようですので、職員も気を緩めず子どもたちの体調管理に気

を付けていきたいと思います。 

 さて、高槻支援学校に在校のみなさんは、運動会という大きなイベントに向けて暑い

日もある中、練習を頑張っておられるとお聞きしています。暑さに負けず、当日も楽し

んで運動会を終えることができますように！ 

 

＊4 月工作活動の様子＊ 
 

＜壁画工作＞ 

5 月の壁画は「バラ園」をイメージして作成しました。 

画用紙を 1枚 1枚貼り合わせたバラと、1枚の細長い紙を丸めていきながら貼り付

けるバラの 2 種類のバラを作成しました。たくさん出来上がったバラを、1人ずつ模造

紙に貼り付けてもらいました。 

壁画の下側のレンガをイメージした茶色の折り紙を貼り付ける際に、「結婚式みた

い」「すごい、レンガになった！」といろいろな感想を述べている子どもたちでした。 
 

   
 

    
 

ミニ情報  
 バラの遺伝子には、「青色」を生み出す要素がないため、自然界では存在しておらず「青い薔薇」は長年園芸の

世界で夢とされてきた存在でした。そんな中、バイオテクノロジーの進展により、日本の「サントリー」が

2004 年に遺伝子組み換え技術を用い、青紫色の「サントリーブルーローズ アプローズ」を販売したそうです。    

希少な青いバラには「夢の現実」「不可能を可能にする」といった花言葉がつけられているそうです。 
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＜持ち帰り工作＞ 

たくさん咲き誇る花をイメージし、キッチンペーパー等を使用して作成しました！ 

まずは、それぞれ好きな色の麻紐を選んでもらい、瓶の周りにグルグルと巻き付けて

もらいました。巻き付ける際には、左手でしっかり瓶を持つことを維持しながら、右手

で勢いよく手を動かして巻ける方や、麻紐が取れないようにゆっくりと慎重に巻ける

方、一旦巻いてみて隙間を埋めるように巻き付ける方、いろいろなパターンの巻き方が

見られました！ 

花は、キッチンペーパーに好きな色の水性ペンで模様を描いてもらい、水を吹きかけ

てにじませていきました。にじんで色が混ざっていく様子を、子どもたちは興味深そう

にジーっと見ていました。 

花の中央に印をつけておき、印の上に丸シールを貼り付けました。「印の位置に」を

これまでの工作でも目的にして行っているので、随分と印を意識出来るようになってき

ている子どもたちです。完成すると、カラフルな花がとっても綺麗で、子どもたちも触

ってみたりして自然と笑顔になっていました       
 

     
 

     
 

 

＊スナップエンドウを収穫しました＊         
 

前回の水菜に続き…今回はスナップエンドウの収穫を行いました！ハサミで収穫を行

い、食べられる部分を切り落としてしまわないように、しっかりスナップエンドウを片

方の手で持ち、ゆっくりと切ってもらいました。ハサミを使用する機会として、1 人で

切りにくい方は職員が手添えをしながら、一緒に収穫を行いました。たくさんのスナッ

プエンドウが収穫でき、食べられる子が多いピザにトッピングをしてみんなでおやつの

時間に食べました♪ 

これからジャガイモの収穫も待っています。またまた収穫できるのが楽しみです！ 
 

    


